和解合意書

甲及び乙は、乙が平成○年○月○日に、甲に対して行った　　　　　　　　　　に関する被疑事件（以下「本件事件」という）について、以下のように円満和解合意した。

第１条　乙は、甲に対して本件事件について著しく迷惑をかけたことを深くお詫びし、謝罪する。

第２条　乙は本日、本件事件の和解金として金　　　　　円を支払い、甲は受領した。

第３条　甲は、乙の本件事件行為を宥恕し、乙の刑事処分を望まない。甲は被害届・刑事告訴・告発を全て取り下げる。

第４条　甲及び乙は、本合意書に定めるほか、互いに何らの債権債務も存在しないことを確認する。

平成　　年　　月　　日

甲　　

住所

氏名

乙　

住所

氏名

注　１　刑事事件となった場合、あるいは刑事事件になりそうな場合は示談、和解をする必要がありますが、その際の一般的な書式です。

　　２　告訴がある場合は、告訴の取り消しの書面も一緒に作成する必要があります。

和解合意書

甲及び乙は、乙が行った　　　　　　　　　　に関する被疑事件（以下「本件事件」という）について、以下

のように円満和解合意した。

第１条　乙は、甲に対して本件事件について著しく迷惑をかけたことを深くお詫びし、謝罪する。

第２条　乙は本日、本件事件の和解金として金　　　　　円を支払い、甲は受領した。

第３条　乙は、今後一切甲、及び甲の勤め先、店舗(施設)、通学先、居宅、甲の家族、関係者に手段の如何を問わず連絡をしないこと及び何らの理由を問わず接近しないこと（　　メートル以内に接近しない）を誓約する。本条に違反した場合は，乙は、違約金として金　　　　円を直ちに支払う。

第４条　甲は、乙の本件事件行為を宥恕する。甲は、乙に対する告訴及び、被害届を取り下げる。甲は、本件について乙の一切の責任を追及しない。

第５条　甲及び乙は，本件に関して第三者に公表しないことを確認する。但し，警察署，検察庁，裁判所に本書面を提出する事は妨げない。

第６条　甲及び乙は、本合意書に定めるほか、互いに何らの債権債務も存在しないことを確認する。

平成　　年　　月　　日

甲　　

住所

氏名

乙　

住所

氏名

注１　痴漢（強制わいせつ）やストーカー事件などの刑事事件の場合の和解合意書の書式です。

　２　第３条は、痴漢等の事件について被害者が特にこのような事項を希望する場合が多いことから記載したものです。違約金については、個別の事案ごとに相当な金額をきめることになります。ただ、このような記載をしても後日問題になる場合も予想されますから絶対的なものとは言えないと考えておくべきでしょう。精神条項的な意味合いが深いと考えておいてください。

